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日
中
戦
争
が
激
化
し
て
、
昭
和
一
五
年
五
月
政
府
は
軍
医
養
成
（
確
保
）
の
主
目
的
で
帝
国
大
学
、
医
科
大
学
（
官
立
六
校
）
計
一
三
校

（
１
）
（
２
）

に
臨
時
医
学
専
門
部
を
設
置
し
た
。
戦
争
は
泥
沼
化
し
、
や
が
て
大
東
亜
戦
争
に
拡
大
す
る
。
市
井
の
医
師
も
次
々
と
軍
医
に
徴
用
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
銃
後
の
医
療
に
も
支
障
を
来
し
て
く
る
。
昭
和
一
八
年
一
○
月
「
戦
時
非
常
措
置
」
（
閣
議
決
定
）
に
よ
り
、
官
公
私
立
の
医
学
専

門
学
校
が
続
々
と
誕
生
し
た
。
そ
れ
で
も
追
付
か
な
く
な
る
と
、
短
縮
繰
上
げ
卒
業
が
講
じ
ら
れ
、
終
に
は
、
以
降
述
べ
る
、
歯
科
医
師
の

（
１
）

特
例
措
置
に
よ
る
（
短
期
養
成
後
）
医
師
免
許
の
交
付
に
ま
で
至
る
の
で
あ
る
。
一
部
既
に
神
谷
が
論
じ
て
い
る
が
、
以
下
追
補
を
試
み
た
い
。

○

上
述
医
師
補
給
措
置
の
流
れ
の
中
で
、
昭
和
二
○
年
（
一
九
四
五
）
四
月
六
日
「
医
師
免
許
ノ
特
例
二
関
ス
ル
件
」
な
る
勅
令
二
一
六
号
が

公
布
さ
れ
た
。
即
ち
「
官
立
、
公
立
又
ハ
国
民
医
療
法
施
行
令
〔
昭
一
七
、
勅
六
九
五
〕
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ノ
規
定
ニ
依
り
文
部
大
臣

ノ
指
定
シ
タ
ル
私
立
ノ
歯
科
医
学
専
門
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
一
年
以
上
診
療
ノ
修
練
ヲ
経
又
ハ
一
年
以
上
診
療
二
従
事
シ
タ
ル
モ

ノ
ハ
当
分
ノ
内
〔
略
〕
医
師
試
験
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
前
項
ノ
規
定
ニ
依
り
医
師
試
験
ヲ
受
ケ
之
二
合
格
シ
タ
ル
者
一
一
シ
テ
六
月
以
上
診

療
ノ
修
練
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
〔
略
〕
医
師
免
許
ヲ
与
フ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
前
史
が
あ
っ
た
。
遠
く
は
大
正
一
二
年
一
月
「
医
師
資
格
獲
得
期
成
同
盟
会
」
の
請
願
が
な
さ
れ
た
が
、
直
接
の
発
端
は
昭
和

昭
和
二
○
年
四
月
歯
科
医
師
へ
の
医
師
免
許
特
例
措
置

濯
蕊
韓
讓
四
裁
嬉
繕
平
成
十
四
年
十
一
月
八
日
受
付

小

関

恒

雄
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一
八
年
五
月
、
日
本
歯
科
医
師
会
が
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業
者
を
医
学
専
門
学
校
の
上
級
に
入
学
さ
せ
る
よ
う
、
厚
生
・
文
部
両
省
に
「
上

申
」
し
た
時
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
「
現
在
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業
者
に
し
て
医
師
た
る
の
途
は
一
は
医
科
大
学
に
入
学
し
四
ヶ
年
の
課
程

を
修
了
し
医
学
士
と
な
る
こ
と
一
は
二
三
の
私
立
医
学
専
門
学
校
の
上
級
〔
五
年
制
医
專
で
は
第
四
年
に
、
四
年
制
で
は
第
三
年
〕
に
編

入
せ
ら
れ
二
ヶ
年
の
課
程
を
修
め
之
を
卒
業
す
る
こ
と
な
れ
ど
も
前
者
に
あ
り
て
は
進
学
の
門
戸
極
め
て
限
定
せ
ら
れ
後
者
に
あ
り
て

は
歯
科
医
学
専
門
学
校
に
於
て
既
修
せ
る
学
科
を
活
す
を
得
る
も
入
学
を
許
可
す
る
学
校
甚
だ
少
数
に
止
る
実
状
に
あ
り
」
、
よ
っ
て
「
総
て

官
公
私
立
医
学
専
門
学
校
に
於
て
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業
者
に
対
し
普
く
上
級
編
入
の
機
会
を
与
ふ
る
様
当
局
に
於
て
之
が
適
当
な
る
規

（
３
）

定
を
設
け
速
に
実
施
せ
ら
れ
」
た
し
、
云
々
。

一
つ
の
動
き
と
し
て
、
昭
和
一
九
年
四
月
、
官
立
の
東
京
高
等
歯
科
医
学
校
は
東
京
医
学
歯
学
専
門
学
校
と
改
称
さ
れ
（
現
・
東
京
医
科
歯

科
大
学
）
、
「
医
学
科
」
を
設
け
て
、
中
学
校
卒
業
生
を
採
る
四
年
コ
ー
ス
（
定
員
一
○
○
名
）
と
歯
科
医
師
を
第
三
学
年
に
編
入
さ
せ
る
二
年

コ
ー
ス
（
定
員
八
○
名
）
と
を
発
足
さ
せ
た
。
二
年
コ
ー
ス
の
学
生
（
歯
科
医
師
）
は
一
九
四
五
年
九
月
に
卒
業
し
、
医
学
科
第
一
回
卒
業
生

と
な
っ
た
（
七
八
名
）
。
し
か
し
、
こ
の
二
年
コ
ー
ス
は
次
年
度
入
学
者
が
一
九
四
八
年
三
月
卒
業
し
（
六
九
名
）
、
廃
止
さ
れ
た
。
即
ち
、
一

回
生
が
一
年
半
で
、
二
回
生
が
三
年
か
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
し
た
の
は
、
前
者
が
戦
時
繰
上
げ
卒
業
制
、
後
者
が
戦
後
一
年
延
長
措
置

（
４
）

が
採
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

漸
く
政
府
は
、
昭
和
二
○
年
二
月
、
前
述
日
本
歯
科
医
師
会
の
「
上
申
」
に
添
っ
た
形
で
、
医
師
急
造
を
図
っ
た
。
即
ち
、
歯
科
医
專
卒

を
短
期
間
に
再
教
育
し
て
医
師
免
許
を
与
え
る
こ
と
を
計
画
し
、
同
年
度
臨
時
措
置
と
し
て
慶
応
大
学
の
付
属
医
学
専
門
部
と
慈
恵
医
大
の

付
属
専
門
部
に
「
臨
時
科
」
を
設
け
、
第
三
学
年
に
各
校
一
六
○
名
宛
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
例
え
ば
慶
応
大
学
で
は
、
二
月
一
五

日
付
「
文
部
省
指
令
」
に
よ
り
、
一
九
日
生
徒
募
集
を
発
表
し
た
。
三
月
一
六
、
一
七
日
試
験
・
試
問
を
な
し
、
四
月
二
日
入
学
式
を
行
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っ
た
（
一
六
○
名
）
。
一
八
日
授
業
を
開
始
し
た
が
、
五
月
の
空
襲
に
よ
る
学
校
・
病
院
等
の
焼
失
、
学
校
疎
開
、
終
戦
の
混
乱
等
に
巻
込
ま

れ
、
講
義
・
ポ
リ
ク
リ
の
遺
繰
は
困
難
を
極
め
た
。
終
戦
は
急
拠
医
師
を
つ
く
る
根
拠
を
失
い
、
中
絶
廃
科
の
危
機
に
見
舞
れ
た
が
、
何
と

か
翌
一
九
四
六
年
三
月
卒
業
に
漕
着
け
た
（
一
五
八
名
）
、
イ
ン
タ
ー
ン
（
一
年
を
特
例
で
六
ヶ
月
に
短
縮
）
を
経
て
、
二
月
第
一
回
医
師
国

（
１
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）

家
試
験
を
受
け
九
二
名
の
合
格
を
み
た
。
慈
恵
医
大
の
該
科
も
ほ
ｆ
同
様
の
経
過
を
た
ど
っ
て
一
四
四
名
が
卒
業
し
た
。
上
記
第
一
回
国
家

試
験
は
こ
れ
ら
二
大
学
「
臨
時
科
」
卒
業
生
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。

話
を
元
に
戻
す
。
政
府
は
も
っ
と
手
短
に
医
師
を
急
造
す
べ
く
、
昭
和
二
○
年
四
月
、
勅
令
一
二
六
号
お
よ
び
同
勅
令
施
行
令
（
昭
二
○
・

四
・
二
四
、
厚
生
省
令
一
五
号
）
、
同
省
告
示
（
昭
二
○
・
五
・
五
、
四
七
号
）
を
発
令
す
る
。
即
ち
、
「
医
師
試
験
」
受
験
志
願
の
歯
科
医
師
に

は
、
昭
和
二
○
年
に
お
い
て
は
以
下
の
科
目
に
つ
き
試
験
を
す
る
。
第
一
部
、
生
理
学
、
病
理
学
、
衛
生
学
、
第
二
部
、
内
科
学
（
小
児
科
学
、

精
神
医
学
を
含
む
）
、
外
科
学
（
整
形
外
科
学
を
含
む
）
、
産
婦
人
科
学
、
皮
層
科
学
（
泌
尿
器
科
学
を
含
む
）
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
、
眼
科
学
。
試
験

合
格
者
は
さ
ら
に
六
ヶ
月
以
上
（
内
科
、
外
科
、
他
一
科
、
各
二
ヶ
月
以
上
）
の
「
修
練
」
を
厚
生
省
指
定
の
病
院
で
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

受
験
者
に
修
学
の
便
宜
を
与
え
る
た
め
、
「
試
験
前
講
習
会
」
を
実
施
す
る
よ
う
、
厚
生
省
衛
生
局
長
通
牒
が
各
都
庁
府
県
に
発
せ
ら
れ
た

（
３
）

（
昭
二
○
・
五
・
三
。
即
ち
、
講
習
会
は
各
都
庁
府
県
ご
と
一
ヶ
所
以
上
で
開
催
し
、
講
師
は
医
育
機
関
の
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
官
公
立

病
院
の
医
員
等
に
委
嘱
し
て
、
期
間
は
六
月
一
日
～
七
月
三
○
日
の
間
の
五
五
日
（
合
計
三
三
○
時
間
）
と
し
た
。
時
間
割
は
第
一
部
が
生
理

学
二
○
時
間
、
病
理
三
○
時
間
、
衛
生
二
○
時
間
、
第
二
部
が
内
科
（
含
、
小
児
科
、
精
神
科
）
一
○
○
時
間
、
外
科
・
整
形
外
科
八
○
時
間
、

産
婦
人
科
三
○
時
間
、
皮
層
・
泌
尿
器
科
二
○
時
間
、
耳
鼻
科
一
五
時
間
、
眼
科
一
五
時
間
で
あ
る
（
第
二
部
各
科
時
間
数
の
約
三
分
の
一
は
臨

学
二
○
時
間
、
病
理
三

産
婦
人
科
三
○
時
間
、

床
示
説
で
も
支
障
な
し
）
。

医
師
試
験
は
札
幌
、
仙
台
、
宇
都
宮
、
東
京
、
新
潟
、
岐
阜
、
京
都
、
岡
山
、
高
松
、
熊
本
で
、
一
九
四
五
年
九
月
一
五
～
一
九
日
と
あ

る
（
の
ち
金
沢
、
大
阪
が
追
加
さ
れ
る
八
厚
生
省
告
示
七
○
号
、
昭
二
○
・
七
・
九
Ｖ
）
。
試
験
合
格
者
に
は
一
九
四
六
年
四
月
か
ら
六
ヶ
月
の
実
地
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ど
は
東
大
教
授
）
。

各
地
の
様
子
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
東
京
で
の
「
前
準
備
講
習
会
」
（
試
験
前
講
習
会
）
は
昭
和
二
○
年
六
月
一
日
か
ら
東
大
、
慈

（
９
）

恵
医
大
、
東
京
医
歯
専
で
行
わ
れ
、
計
三
六
七
名
（
う
ち
女
性
二
九
名
）
が
受
講
し
た
。
医
師
試
験
は
九
月
一
五
～
一
九
日
に
行
わ
れ
た
（
一

五
日
生
理
、
衛
生
、
一
六
日
病
理
、
一
七
日
内
科
、
眼
科
、
一
八
日
産
婦
人
科
、
皮
膚
泌
尿
器
科
、
一
九
日
外
科
、
耳
鼻
科
）
。
受
験
者
は
約
四
○
○
名

（
川
）
（
Ⅱ
）
（
Ⅱ
）
（
吃
）

と
も
二
二
七
五
名
と
も
あ
る
が
、
七
三
名
が
合
格
し
た
。
以
下
、
氏
名
を
列
挙
す
る
。

花
村
信
之
服
部
久
坂
村
友
三
酒
井
千
年
佐
藤
直
儀
加
太
岬
一
郎
野
村
博
増
田
芳
松

田
口
又
一
郎
堀
内
巌
積
田
正
岩
上
計
助
劉
氏
徳
音
宮
田
清
次
郎
笹
本
正
次
郎
松
宮
誠
一

マ
マ

佐
野
眞
一
郎
三
浦
清
井
口
正
一
田
島
定
江
崎
三
夫
梶
川
満
平
豊
田
幸
二
天
津
弘

有
元
常
樹
佐
井
節
夫
堀
木
利
成
斎
藤
隆
吉
斎
藤
長
一
鈴
木
一
男
竹
田
三
郎
荒
田
行
良

葛
谷
隆
一
藤
木
武
男
内
藤
禎
次
郎
植
西
重
敏
加
藤
晴
臣
水
野
芳
郎
佐
藤
登
柿
下
秀
雄

マ
マ

望
月
芳
文
名
倉
義
二
山
下
初
彦
植
田
忠
長
屋
正
男
加
藤
孝
治
若
杉
椙
介
堀
口
忠

岡
田
太
一
根
本
儀
一
岡
安
恒
武
三
井
田
三
郎
石
本
良
雄
稲
川
林
之
助
渡
辺
健
三
倉
沢
千
景

浜
崎
国
蔵
西
麿
二
松
崎
孝
造
平
出
忠
夫
伊
藤
五
郎
吉
田
許
男
吉
田
良
収
伊
佐
津
正
昭

小
倉
孝
夫
四
宮
技
井
原
協
一
伏
谷
圭
介
西
尾
吉
兵
衛
鈴
木
慶
吾
大
島
須
恵
雄
多
田
陽
太
郎

（
３
）
（
８
）

修
練
を
行
っ
た
後
に
医
師
免
許
を
与
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
臨
時
措
置
は
一
回
限
り
で
中
止
さ
れ
た
。

（
皿
）
（
週
）
（
Ⅲ
）

因
に
試
験
地
は
前
述
一
二
都
市
と
長
崎
で
、
医
師
試
験
委
員
長
安
井
誠
一
郎
、
同
委
員
お
よ
び
試
験
問
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
委
員
の
殆

原

＝＝

昌・

正
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以
上
七
三
名
中
、
『
日
本
歯

話
、
院
名
・
勤
務
先
、
本
籍
、

味
」
の
順
で
あ
る
。
例
え
ば
、

生
理
学
（
一
時
間
）

衛
生
学
（
一
時
間
）

病
理
学
（
二
時
間
）

内
科
学
（
二
時
間
）

眼
科
学
（
一
時
間
）
ト
ラ
コ
ー
マ
ノ
症
状

産
婦
人
科
学
（
二
時
間
）
一
、
子
宮
破
裂
ノ
症
状
二
、
子
宮
頚
癌
ノ
症
状
及
鑑
別

皮
層
科
学
（
一
時
間
）
一
、
軟
性
下
宿
ノ
症
状
、
療
法
ヲ
述
べ
硬
性
下
宿
ト
ノ
相
違
点
ヲ
述
ベ
ョ
ニ
、
淋
菌
性
副
睾
丸
炎
卜
結
核
性
副

睾
丸
炎
ノ
症
状
ノ
差
異
ス
ル
所
ヲ
述
べ
ョ

外
科
学
（
一
蒔
間
）
一
、
開
放
性
損
傷
ノ
治
療
法
二
、
乳
癌
ノ
症
状
及
治
療
法
三
、
股
関
節
結
核
ノ
症
状
ト
治
療
法

耳
鼻
咽
喉
科
学
（
一
時
間
）
一
、
鼓
膜
破
裂
ノ
療
法
二
、
咽
喉
後
膿
瘍
ノ
診
断
及
療
法

後古田
藤畑宮

躁
欝
病

猛
雄

種
基

正
勝

庄
司

内
村

高
木

（
皿
）

『
日
本
歯
科
医
籍
録
」
（
一
九
五
五
年
版
）
で
拾
っ
た
諸
氏
を
挙
げ
て
お
く
。
記
載
事
項
は
「
現
住
所
（
一
部
補
足
す
）
、
電

、
本
籍
、
生
年
月
日
、
学
歴
、
登
録
年
月
日
番
号
、
略
歴
、
開
業
年
月
、
学
位
受
領
年
月
・
主
論
文
題
名
、
公
職
、
趣

蛋
白
質
ノ
消
化
吸
収
二
就
テ
記
セ

飲
料
水
ノ
具
備
ス
ベ
キ
諸
条
件
ヲ
列
挙
セ
ョ

ー
、
結
核
症
二
、
糸
毬
体
腎
炎

一
、
発
疹
チ
ブ
ス
症
状
二
、
浮
腫
ノ
定
義
及
浮
腫
二
伴
う
重
要
疾
患
及
ソ
ノ
鑑
別
三
、
麻
疹
ニ
ッ
ィ
テ
四
、

義
治

祐
之

憲
次

栗
山

福
田

柿
沼

重
信保

日
天
作
咋

増
田

西白
木

胤
次

成
甫

正
博

高
橋

塩
谷

坂
口

康卓
蔵爾明

都
築

鈴
木

大
槻

菊正
男遂男

小
林

三
谷

太
田

芳
人靖

正
雄

福
田
邦
三

坂
本
秀
夫
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以
下
、
各
氏
を
掲
載
順
に
羅
列
、
略
記
す
る
（
現
住
所
、
院
名
、
生
年
、
学
歴
、
登
録
年
・
歯
科
医
籍
番
号
）
。
一
部
、
略
歴
も
加
え
た
。

伊
藤
五
郎
室
蘭
市
東
町
室
蘭
地
方
簡
易
保
険
局
診
療
所
明
媚
生
昭
昭
東
歯
卒
昭
Ｂ
・
二
二
二
五
六
号

伊
佐
津
正
昭
留
萌
市
明
元
町
伊
佐
津
歯
科
医
院
大
皿
生
昭
町
東
歯
専
卒
昭
昭
．
三
一
七
○
四
号

西
庶
二
札
幌
市
北
三
条
西
五
丁
目
道
衛
生
部
大
３
生
昭
叩
日
歯
卒
昭
Ⅲ
．
一
三
七
三
八
号

小
倉
孝
夫
旭
川
市
三
条
通
一
三
丁
目
小
倉
歯
科
医
院
明
蛇
生
昭
６
日
大
卒
昭
６
．
一
八
二
二
三
号
〔
昭
弱
没
〕

吉
田
良
収
北
海
道
上
川
郡
名
寄
町
西
三
南
六
吉
田
歯
科
医
院
大
皿
生
昭
Ⅳ
東
歯
卒
昭
肥
・
三
一
七
三
五
号

吉
田
許
男
北
海
道
中
川
郡
常
盤
村
音
威
子
府
吉
田
歯
科
医
院
大
２
生
昭
叩
日
歯
卒
昭
帥
・
二
二
○
五
六
号

斎
藤
長
一
秋
田
県
由
利
郡
本
荘
町
美
倉
町
斎
藤
歯
科
医
院
明
“
生
昭
６
日
歯
卒
昭
６
．
一
七
七
○
八
号
昭
皿
医
師
国
家
試

験
合
格
耳
咽
科
併
設
〔
昭
艸
没
〕

斎
藤
隆
吉
秋
田
県
由
利
郡
平
沢
町
上
町
斎
藤
医
院
大
略
生
昭
過
日
歯
卒
三
ハ
○
五
六
号
昭
犯
・
耳
鼻
科
併
設
〔
平
皿
没
〕

水
野
芳
郎
北
海
道
余
市
郡
余
市
町
黒
川
町
水
野
歯
科
医
院
大
８
生
昭
略
日
歯
卒
昭
肥
・
一
三
六
三
四
号

平
出
忠
夫
北
海
道
上
川
郡
江
丹
別
村
中
央
平
出
歯
科
医
院
大
７
生
昭
皿
日
歯
卒
二
六
八
七
○
号

鈴
木
一
男
福
島
県
平
市
田
町
六
○
鈴
木
歯
科
医
院
大
１
生
昭
叩
東
高
歯
卒
昭
叩
・
一
三
三
三
九
号

マ
マ

岩
上
計
助
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
杉
戸
岩
上
医
院
明
媚
生
昭
８
日
歯
卒
昭
犯
・
一
○
二
三
五
二
号
〔
医
籍
〕
卒
後
東
大
整

外
科
教
室
、
東
医
歯
大
医
学
部
等
二
研
究
〔
一
九
九
二
没
〕

＊

斎
藤
長
一
秋
田
県
由
利
郡
本
荘
町
美
倉
町
電
二
○
六
斎
藤
歯
科
医
院
〔
本
籍
〕
本
県
〔
生
年
〕
明
四
二
・
一
○
・
八
〔
学
歴
〕
昭

六
日
歯
卒
〔
登
録
〕
昭
六
・
四
・
二
七
第
一
七
七
○
八
号
〔
略
歴
〕
昭
一
二
医
師
国
家
試
験
合
格
耳
咽
科
併
設
、
元
県
歯
科
医
師
会
代

議
員
歴
任
〔
開
業
〕
昭
七
・
七
〔
公
職
〕
本
荘
中
、
南
内
越
小
校
医
〔
趣
味
〕
書
道
、
尺
八
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花
村
信
之

昭
蛆
医
博

服
部
久
荒
川
区
尾
久
町
四
ノ
ニ
ハ
三
三
服
部
歯
科
医
院
大
４
生
昭
廻
東
高
歯
卒
昭
哩
・
二
四
五
二
四
号

加
太
岬
一
郎
大
田
区
女
塚
町
三
ノ
セ
加
太
歯
科
医
院
明
媚
生
昭
９
日
大
卒
昭
９
．
二
八
○
三
五
号

佐
藤
直
儀
品
川
区
大
井
伊
藤
町
五
七
二
六
外
・
産
婦
人
歯
科
佐
藤
医
院
明
羽
生
昭
４
日
大
卒
一
五
九
○
二
号
昭
訓
束
医
歯

（
略
）

専
医
科
卒
、
後
上
大
崎
紀
病
院
外
産
婦
人
科
研
究
〔
明
羽
生
と
も
〕

酒
井
千
年
葛
飾
区
上
平
井
町
五
八
九
那
須
ア
ル
ミ
診
療
所
明
鳴
生
昭
加
東
歯
卒
昭
皿
・
二
一
八
八
六
号

宮
田
清
次
郎
中
野
区
沼
袋
町
二
七
六
宮
田
歯
科
医
院
大
４
生
昭
岨
日
大
卒
昭
四
・
三
三
九
○
七
号
〔
昭
舩
没
〕

若
林
椙
介
富
山
県
東
砺
波
郡
砺
波
町
出
町
若
林
歯
科
医
院
明
“
生
昭
岨
大
阪
歯
専
卒
三
四
三
九
七
号

石
本
良
雄
新
潟
県
中
蒲
原
郡
亀
田
町
仲
町
石
本
歯
科
医
院
大
８
生
昭
四
日
歯
卒
昭
四
．
三
四
四
一
三
号

岡
田
太
一
敦
賀
市
晴
明
町
三
三
岡
田
歯
科
医
院
大
３
生
昭
皿
東
歯
卒
二
四
三
ハ
七
号
父
ノ
医
業
継
承

渡
辺
健
三
岐
阜
県
海
津
郡
高
須
町
高
須
渡
辺
歯
科
医
院
明
記
生
大
過
試
験
合
格
大
田
・
一
○
五
二
一
号

柿
下
秀
雄
岐
阜
県
吉
城
郡
神
岡
町
東
町
柿
下
歯
科
医
院
明
柵
生
昭
５
日
大
卒
昭
５
．
一
七
一
八
○
号

長
尾
正
男
名
古
屋
市
中
区
東
本
重
町
一
長
尾
歯
科
医
院
大
ｌ
生
昭
加
東
歯
卒
昭
皿
・
一
三
四
六
九
号

名
倉
義
二
静
岡
県
引
佐
郡
気
賀
町
名
倉
医
院
歯
科
明
配
生
大
３
束
歯
卒
一
三
五
七
号

植
田
忠
愛
知
県
半
田
市
堀
崎
植
田
医
院
外
、
歯
科
大
５
生
昭
皿
東
高
歯
卒
二
五
四
三
○
号

倉
沢
千
景
長
野
県
上
伊
那
郡
小
野
村
倉
沢
歯
科
医
院
明
弘
生
大
皿
大
阪
歯
專
卒
昭
３
．
一
五
○
二
七
号
昭
加
医
師
資
格
取

酒
井
千
年
葛
飾
区
上
平

宮
田
清
次
郎
中
野
区
沼

若
林
椙
介
富
山
県
東
砺

石
本
良
雄
新
潟
県
中
蒲

岡
田
太
一
敦
賀
市
晴
明

渡
辺
健
三
岐
阜
県
海
津

柿
下
秀
雄
岐
阜
県
吉
城

長
尾
正
男
名
古
屋
市
中

名
倉
義
二
静
岡
県
引
佐

植
田
忠
愛
知
県
半
田

倉
沢
千
景
長
野
県
上
伊

得
圖
一
二
○
三
七
九
号

山
下
初
彦
静
岡
県
小
笠

神
田
駿
河
台
・
三
楽
病
院
勤
務
明
記
生
大
嘔
日
歯
卒
大
妬
・
一
二
四
○
二
号
東
大
歯
科
二
研
究
後
現
院
歯
科
医
長

静
岡
県
小
笠
郡
池
新
田
町
池
新
田
山
下
歯
科
診
療
所
大
７
生
昭
肥
東
歯
卒
昭
岨
・
一
一
三
七
一
九
号
昭
皿
医
師
国
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家
試
験
合
格
（
登
昭
創
・
３
第
一
二
○
六
四
三
号
）

佐
藤
登
愛
知
県
一
宮
市
石
山
町
二
三
佐
藤
医
院
歯
科
明
鋤
生
大
皿
日
歯
卒
七
一
○
七
号

マ
マ

三
浦
情
沼
津
市
本
田
町
沼
津
市
立
第
一
病
院
歯
科
大
４
生
大
胆
東
歯
卒
昭
吃
・
二
四
七
四
四
号

望
月
芳
文
清
水
市
清
水
五
七
○
望
月
診
療
所
明
“
生
昭
皿
東
高
歯
卒
昭
皿
・
二
三
三
五
○
号

堀
木
利
成
大
阪
府
貝
塚
市
近
木
一
○
二
八
堀
木
歯
科
医
院
大
３
生
大
阪
歯
専
卒
昭
吃
・
二
四
三
三
五
号

竹
田
三
郎
京
都
市
中
京
区
麸
屋
町
通
錦
小
路
上
ル
竹
田
歯
科
診
療
所
大
２
生
大
阪
歯
專
卒
昭
加
・
一
三
二
八
九
号

内
藤
禎
次
郎
舞
鶴
市
浜
七
七
九
内
藤
歯
科
診
療
所
大
皿
生
大
阪
歯
専
卒
昭
ｒ
・
三
三
一
三
七
号

植
西
重
敏
大
津
市
小
川
町
九
植
西
歯
科
医
院
明
“
生
大
阪
歯
専
卒
昭
９
．
二
○
六
六
六
号

葛
谷
隆
一
京
都
市
東
山
区
五
条
橋
東
六
葛
谷
歯
科
医
院
大
９
生
大
阪
歯
専
卒
昭
Ⅳ
．
三
○
四
三
四
号

佐
井
節
夫
神
戸
市
生
田
区
浪
花
町
朝
日
会
館
二
階
佐
井
歯
科
医
院
大
６
生
昭
昭
大
阪
歯
専
卒
二
五
四
○
六
号

四
宮
技
兵
庫
県
三
原
郡
福
良
町
五
二
四
宮
医
院
大
２
生
昭
吃
日
大
卒
二
四
八
一
六
号
兵
庫
医
大
耳
咽
科
勤
務

大
島
須
恵
雄
岡
山
県
玉
島
市
通
町
大
島
歯
科
医
院
明
弧
生
昭
４
日
大
卒
昭
４
．
一
五
九
一
四
号

梶
川
満
幸
徳
島
県
三
好
郡
辻
町
辻
岡
ノ
前
梶
川
歯
科
医
院
大
６
生
昭
加
福
岡
医
歯
專
卒
昭
加
・
三
五
五
○
三
号

多
田
陽
太
郎
岡
山
市
下
市
町
五
四
多
田
歯
科
医
院
大
皿
生
昭
岨
東
医
歯
專
卒
三
三
六
六
三
号

田
島
定
岡
山
県
笠
岡
市
笠
岡
一
三
○
三
田
島
歯
科
医
院
明
加
生
大
１
東
歯
卒
大
２
．
一
五
八
六
号

有
元
常
樹
愛
媛
県
越
智
郡
富
田
村
上
徳
有
元
歯
科
医
院
大
２
生
昭
皿
大
阪
歯
專
卒
昭
ｎ
．
一
三
四
三
三
号

井
ノ
ロ
正
一
福
岡
県
甘
木
市
馬
田
一
三
一
三
井
ノ
ロ
歯
科
医
院
大
４
生
昭
咽
京
城
歯
専
卒
昭
哩
・
二
六
二
二
七
号

浜
崎
国
蔵
長
崎
県
南
松
浦
郡
有
川
町
有
川
歯
科
診
療
所
大
２
生
昭
廻
京
城
歯
專
卒
昭
皿
・
二
四
四
七
号
昭
皿
医
師
試
験
合

格
後
長
大
二
研
究
次
デ
当
地
一
一
内
科
開
業
、
更
二
佐
世
保
共
済
病
院
産
婦
人
科
勤
務
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で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
鴫
）

つ
ぎ
に
同
年
度
版
の
『
日
本
医
籍
録
』
か
ら
掲
載
順
に
列
挙
す
る
。
記
載
事
項
は
「
専
門
科
名
、
自
営
医
病
院
・
勤
務
先
、

地
、
生
年
月
日
、
出
身
校
、
登
録
番
号
、
経
歴
、
開
業
年
、
学
位
、
趣
味
」
の
順
で
あ
る
。
例
え
ば
、

マ
マ

斎
藤
長
一
耳
咽
科
斎
藤
医
院
秋
田
県
由
利
郡
本
荘
町
善
倉
町
本
県
出
身
明
蛇
・
皿
・
８
生
昭
皿
試
験
合
格

七
一
号
昭
６
日
歯
卒
業
歯
科
医
院
開
業
ノ
傍
ラ
医
師
国
家
試
験
合
格
昭
犯
現
地
二
歯
科
卜
併
業
元
県
歯
医
代
議
員

内
越
小
校
医
趣
味
書
道
、
尺
八

豊
田
幸
二
大
分
県
宇
佐
郡
駅
川
村
辛
島
豊
田
医
院
歯
科
大
Ｂ
生
昭
加
福
岡
医
歯
専
卒
昭
加
・
三
五
五
○
九
号
卒
後
母
校
耳

鼻
科
教
室
二
研
究
医
師
登
録
第
一
二
○
三
六
六
号
父
祖
三
代
ノ
医
業
継
承
〔
昭
別
没
〕

江
崎
三
夫
福
岡
県
三
池
郡
高
田
村
岩
津
江
崎
歯
科
医
院
明
“
生
大
９
九
州
歯
専
卒
大
９
．
二
○
九
六
九
号

佐
野
眞
一
郎
福
岡
県
飯
塚
市
西
菰
田
二
九
○
佐
野
歯
科
医
院
大
７
生
昭
肥
九
州
歯
專
卒
昭
肥
・
三
二
九
五
三
号

以
上
、
通
覧
す
る
と
彼
ら
七
三
名
の
住
所
は
全
国
に
及
ん
で
い
る
の
で
、
試
験
地
は
東
京
だ
け
で
な
く
、
札
幌
か
ら
熊
本
ま
で
十
数
ヶ
所

平
出
忠
夫
内
外
科
根
守
医
院
北
海
道
上
川
郡
江
丹
別
村
大
７
生
昭
訓
試
験
合
格
圖
一
二
○
三
五
七
号

マ
マ

斎
藤
長
一
耳
咽
科
斎
藤
医
院
秋
田
県
由
利
郡
本
荘
町
善
倉
町
明
哩
生
昭
訓
試
験
合
格
圖
一
二
○
三
七
一
号
昭
６
日
歯
卒

歯
科
医
院
開
業
ノ
傍
ラ
医
師
国
家
試
験
合
格
昭
犯
現
地
二
歯
科
ト
併
業

以
下
各
氏
を
掲
載
順
に
列
挙
、
略
記
す
る
（
専
門
科
名
、
院
名
・
勤
務
先
、
住
所
、
生
年
、
出
身
校
、
登
録
番
号
、
経
歴
、
開
業
年
、
学
位
）
。

吉
田
許
男
内
小
科
吉
田
医
院
北
海
道
上
川
郡
常
盤
村
音
威
子
府
大
２
生
昭
犯
国
家
試
験
合
格
圖
一
二
○
三
五
八
号
昭
羽

開
業

住
所
、
出
身

囹
一
二
○
三

本
荘
中
南
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植
西
重
敏
耳
い
科
植
西
医
院
大
津
市
小
川
町
明
“
生
昭
皿
試
験
及
第
圖
一
二
○
三
四
七
号
昭
皿
開
業

葛
谷
隆
一
耳
い
科
葛
谷
医
院
京
都
市
東
山
区
五
条
橋
東
大
９
生
昭
剖
試
験
合
格
圖
一
二
○
二
三
八
号

マ
マ

四
宮
枝
歯
耳
咽
科
四
宮
医
院
兵
庫
県
三
原
郡
福
良
町
大
２
生
昭
別
試
験
合
格
囹
一
二
○
三
四
六
号
昭
廻
日
大
歯
卒

名
倉
義
二
内
小
科
名
倉
医
院
静
岡
県
引
佐
郡
気
賀
町
明
犯
生
昭
迦
試
験
合
格
圖
二
九
五
八
六
号
昭
別
・
７
開
業

三
井
田
三
郎
内
小
科
三
井
田
医
院
新
潟
県
柏
崎
市
本
町
八
大
１
生
昭
別
試
験
合
格
圖
昭
別
．
ｎ
．
４
、
一
二
○
二
二
七
号

田
口
又
一
郎
内
小
科
田
口
医
院
神
奈
川
県
藤
沢
市
辻
堂
五
六
○
一
明
媚
生
昭
皿
試
験
合
格
囹
一
二
○
二
三
二
号

積
田
正
歯
科
積
田
医
院
千
葉
県
安
房
郡
保
田
町
本
郷
明
記
生
昭
創
試
験
合
格
圖
一
二
○
二
九
七
号

岩
上
計
助
整
外
内
外
科
岩
上
医
院
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
杉
戸
明
媚
生
試
験
合
格
昭
８
日
歯
卒
後
東
大
整
外
科
教
室
等

斎
藤
隆
吉
外
耳
咽
科
斎
藤
医
院
秋
田
県
由
利
郡
平
沢
町
大
３
生
昭
別
試
験
合
格
囹
一
二
○
三
六
七
号

鈴
木
一
男
鈴
木
歯
科
医
院
福
島
県
平
市
田
町
四
七
大
１
生
昭
加
試
験
合
格
圖
昭
犯
・
一
二
○
四
八
三
号

マ
マ

佐
藤
直
儀
内
小
産
婦
歯
科
佐
藤
医
院
品
川
区
大
井
伊
藤
町
五
七
二
六
明
弱
生
昭
皿
東
医
歯
専
卒
園
昭
塑
・
池
・
川
、
一
二

○
二
九
五
号
卒
後
母
校
内
外
産
科
教
室
一
一
研
究
昭
犯
紀
病
院
外
内
婦
人
科
二
研
究
昭
”
開
業

宮
田
清
次
郎
内
小
科
宮
田
医
院
中
野
区
沼
袋
町
二
七
六
大
４
生
昭
刈
試
験
合
格
圖
一
二
○
二
三
六
号
昭
皿
・
６
埼
玉
県

大
滝
村
二
開
業
、
昭
邪
現
地
移
転
開
業

堀
内
巌
小
内
放
科
堀
内
医
院
横
浜
市
中
区
柏
葉
三
三
明
“
生
昭
別
試
験
合
格
囹
昭
塑
・
１
・
妬
、
一
二
○
三
七
二
号
昭

マ
マ

加
東
高
歯
卒
登
二
二
三
一
○
号
昭
加
第
一
回
医
師
国
家
試
験
合
格
後
群
大
七
条
内
科
教
室
二
研
究
昭
犯
群
馬
県
束
村
二
開
業
、

昭
羽
開
業
〔
昭
師
没
〕

同
泌
現
地
移
転
開
業

二
研
究
昭
塊
開
業
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多
田
陽
太
郎
内
外

大
島
須
恵
雄
大
島

研
究
昭
犯
開
業

梶
川
満
幸
内
外
科
梶
川
医
院
徳
島
県
三
好
郡
辻
町
辻
岡
前
大
６
生
昭
訓
福
岡
医
歯
專
卒
囹
一
二
○
二
三
七
号
卒
後
徳
島

医
大
付
属
病
院
二
研
究
昭
躯
開
業

江
崎
三
夫
内
外
科
江
崎
医
院
福
岡
県
三
池
郡
高
田
村
岩
津

豊
田
幸
二
耳
い
科
豊
田
医
院
大
分
県
宇
佐
郡
駅
館
村
辛
島
大
略
生
昭
迦
試
験
合
格
圖
一
二
○
三
六
六
号
卒
後
小
倉
市
立

病
院
耳
い
科
勤
務
昭
犯
開
業

浜
崎
国
蔵
内
皮
科
浜
崎
診
療
所
長
崎
県
南
松
浦
郡
有
川
町
有
川
郷
大
２
生
昭
加
試
験
合
格
圖
一
二
○
三
六
八
号

（
Ⅲ
）

因
に
、
次
の
諸
氏
は
上
述
一
九
五
五
年
版
に
は
出
て
い
な
い
が
、
一
九
五
一
年
版
に
は
出
て
い
る
。
以
下
拾
っ
て
お
く
。

小
倉
孝
夫
小
内
外
科
小
倉
医
院
旭
川
市
三
条
通
一
三
明
蛇
生
圖
一
二
○
四
八
四
号
昭
犯
開
業

マ
マ

伊
藤
五
郎
内
小
科
三
菱
鉱
業
診
療
所
北
海
道
札
幌
郡
牛
稲
村
明
媚
生
囹
一
二
○
五
六
号
昭
羽
来
任

西
麿
二
内
外
科
名
寄
保
健
所
北
海
道
上
川
郡
名
寄
町
大
３
生
昭
創
試
験
合
格
圖
一
二
○
三
五
五
号
昭
配
医
博

吉
田
良
収
内
外
科
名
寄
鉄
道
診
療
所
北
海
道
上
川
郡
名
寄
町
大
皿
生
昭
塑
試
験
合
格
囹
一
二
○
三
五
四
号

（
Ⅳ
）

な
お
、
い
ず
れ
の
医
籍
録
に
も
載
っ
て
い
な
い
が
、
松
宮
誠
一
の
履
歴
は
管
見
し
え
た
の
で
以
下
に
記
す
。

松
宮
誠
一
明
蛇
生
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
知
川
町
出
身
昭
５
東
歯
專
卒
昭
５
．
４
．
型
歯
科
医
籍
登
録
（
第
一
六
八
七
三
号
）
昭
皿

名
大
医
学
部
専
攻
科
入
学
、
昭
晦
修
了
、
同
年
医
博
昭
賜
東
歯
專
講
師
（
病
理
学
。
口
腔
病
理
学
）
、
昭
Ⅳ
助
教
授
、
昭
理
教
授
昭

後
兵
庫
医
大
耳
鼻
科
教
室
勤
務
昭
犯
開
業

田
陽
太
郎
内
外
科
岡
山
市
下
市
町
大
皿
生
昭
刎
試
験
合
格
圖
一
二
○
二
三
五
号
目
下
岡
大
解
剖
学
教
室
二
研
究
中

島
須
恵
雄
大
島
内
科
医
院
岡
山
県
玉
島
市
玉
島
四
五
九
明
仙
生
昭
別
試
験
合
格
圖
一
二
○
二
三
一
号
岡
大
北
山
内
科
二



小関恒雄：昭和二○年四月歯科医師への医師免許特例措置 346

歳
に
及
ぶ
。

さ
て
、
各
人
の
「
試
験
合
格
」
年
月
が
昭
和
二
○
～
二
二
年
と
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
試
験
に
合
格
し
た
時
点
を
指
す
の
か
、
実
地
修
練
修

了
時
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
り
、
ま
た
合
格
発
表
が
一
度
で
は
な
く
数
次
に
亘
っ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
医
籍
登
録
年
月
も
昭
和

二
一
～
二
二
年
と
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
れ
は
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
登
録
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
）
。
因
に
松
宮
誠
一
の
履
歴
に
は
「
昭
和
二
○
年
二

マ
マ

（
ｒ
）

月
四
日
勅
命
第
一
二
六
号
に
よ
る
医
師
試
験
に
合
格
」
「
昭
和
二
二
年
一
月
一
五
日
医
師
登
録
」
と
あ
る
（
ほ
か
に
、
こ
れ
ら
試
験
合
格
、

医
籍
登
録
の
日
付
の
不
一
致
に
は
、
或
は
本
人
の
記
憶
違
い
や
誤
植
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）
。
な
お
合
格
時
の
年
齢
（
数
え
）
は
二
三
歳
か
ら
六
○

二
、
昭
和
二
十
年
勅
令
第
二
百
十
六
号
第
二
項
の
規
定
に
依
る
診
療
の
修
練
を
経
た
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

三
、
国
民
医
療
法
施
行
規
則
第
五
条
第
二
号
（
戸
籍
謄
本
又
は
抄
本
）
及
第
四
号
（
六
年
の
懲
役
又
は
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
、
禁
治

産
者
、
準
禁
治
産
者
、
精
神
病
者
、
聾
者
、
唖
者
及
盲
者
、
医
事
に
関
し
不
正
の
行
為
あ
り
た
る
者
）
に
該
当
す
る
こ
と
の
有
無
を
証
す
る
書
面

○

以
上
、
「
特
例
措
置
」
に
よ
る
医
師
七
三
名
を
一
九
五
五
年
版
（
一
部
、
一
九
五
一
版
）
の
歯
科
医
籍
録
、
医
籍
録
で
追
っ
た
と
こ
ろ
、
前
者

（
９
）

因
に
免
許
申
請
手
続
の
次
第
を
以
下
に
掲
げ
る
。

昭
和
二
十
年
勅
令
第
二
百
十
六
号
第
二
項
の
規
定
Ｉ
医
師
試
験
を
受
け
合
格
し
た
者
が
六
月
以
上
診
療
の
修
練
を
経
た
も
の
ｌ

で
、
医
師
免
許
を
受
け
ん
と
す
る
者
は
本
籍
、
住
所
、
氏
名
と
前
項
に
該
当
す
る
事
実
を
記
載
し
た
申
請
書
に
左
記
の
書
面
を
添
へ
住
所

地
の
地
方
長
官
を
経
由
し
て
厚
生
大
臣
に
提
出
す
る
の
で
あ
る
〔
略
〕
。

一
、
医
師
試
験
合
格
証
書
の
写

二
、
昭
和
二
十
年
勅
令
第
二
百

三
、
国
民
医
療
法
施
行
規
則
第

マ
マ

別
・
皿
・
４
勅
命
第
二
一
六
号
に
よ
る
医
師
試
験
に
合
格
昭
酩
・
１
．
略
医
籍
登
録
（
第
一
二
○
三
四
○
号
）
昭
泌
東
歯
大
教
授
、

昭
別
学
長
、
昭
舵
死
去
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（
４
）
医
師
免
許
取
得
後
、
歯
科
に
専
念
し
た
方
、
一
時
無
医
村
に
疎
開
中
だ
っ
た
の
で
医
科
の
み
開
業
し
後
年
都
会
に
戻
り
歯
科
に
専
念

（
宮
田
清
次
郎
氏
）
、
歯
科
の
傍
ら
医
科
を
併
設
し
て
い
た
が
子
息
（
身
内
）
が
独
立
し
た
の
で
歯
科
に
戻
る
（
吉
田
許
男
氏
）
、
或
は
始
め
か
ら

歯
科
を
廃
し
医
科
（
内
科
小
児
科
）
に
専
念
（
三
井
田
三
郎
氏
）
と
様
々
で
あ
る
。

（
５
）
学
位
を
取
得
（
西
麿
二
、
花
村
信
之
、
松
宮
誠
一
各
氏
）
。
花
村
氏
（
一
九
四
八
年
日
本
歯
大
講
師
、
一
九
六
五
年
逝
去
）
は
、
我
国
歯
科

（
肥
）
（
Ⅳ
）

放
射
線
学
の
大
成
者
で
同
学
会
の
初
代
会
長
を
努
め
た
。
ま
た
松
宮
氏
は
東
京
歯
大
ひ
い
て
は
我
国
歯
学
界
の
位
人
臣
を
極
め
た
方
で
あ
る
。

央
病
院
）
で
受
け
た
。

（
４
）
医
師
免
許
蹄

か
ら
四
八
名
、
後
者
か
ら
二
六
名
（
計
、
実
人
数
五
二
名
）
を
拾
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
戦
後
の
混
乱
で
調
査
記
載
も
れ
も
あ
ろ
う
、
或
は
亡

く
な
っ
た
方
も
あ
ろ
う
。
折
角
合
格
し
て
も
登
録
申
請
を
し
な
か
っ
た
り
、
逆
に
「
医
師
」
に
専
念
し
歯
科
を
罷
め
た
方
も
或
は
あ
ろ
う
か
。

一
番
若
手
で
も
八
○
歳
に
達
し
て
い
よ
う
。

そ
こ
で
前
述
五
二
名
中
、
連
絡
の
と
れ
そ
う
な
一
五
名
（
御
当
人
、
係
累
）
に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
一
○
名
の
方
か
ら
回
答
を
戴
い
た
。
う

＊
＊

ち
伊
佐
津
正
昭
、
吉
田
許
男
両
氏
は
御
健
在
で
あ
っ
た
。
以
下
、
判
明
し
た
二
、
三
を
掲
げ
る
。

（
１
）
各
県
で
行
わ
れ
た
試
験
前
講
習
会
は
、
北
海
道
で
は
札
幌
（
北
大
医
学
部
医
専
講
堂
）
で
、
埼
玉
県
で
は
大
宮
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
講

習
会
に
行
か
ず
、
自
習
し
た
人
も
あ
る
。

（
２
）
医
師
試
験
は
札
幌
で
は
北
大
医
学
部
（
北
海
道
庁
と
も
）
で
行
わ
れ
た
。

（
３
）
修
練
実
習
は
吉
田
許
男
氏
は
北
大
病
院
、
旭
川
日
赤
病
院
、
名
寄
松
宮
病
院
で
、
斎
藤
長
一
氏
は
秋
田
女
子
医
専
（
現
・
秋
田
県
立
中

（
１
）
医
師
詳

医
第
十
六
号

幸
い
伊
佐
津
氏
、
小
倉
建
夫
氏
よ
り
原
資
料
を
戴
い
た
の
で
以
下
に
掲
げ
る
。

（
１
）
医
師
試
験
合
格
通
知
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昭
和
二
十
年
勅
令
第
二
百
十
六
号
一
一
依
ル
医
師
試
験
合
格
通
知
ノ
件

客
年
九
月
施
行
ノ
昭
和
二
十
年
勅
令
第
二
百
十
六
号
二
依
ル
医
師
試
験
二
合
格
□
口
候
付
テ
ハ
左
記
事
項
御
諒
知
相
成
度
及
通
知
候
也

追
而
試
験
合
格
証
書
ハ
直
接
郵
送
致
ス
ベ
ク
申
添
候

（
２
）
医
師
試
験
合
格
害
〔
図
１
参
照
〕

（
３
）
合
格
者
の
診
療
修
練
の
件

備
考
〔
略
〕

ヘ
ワ
ム
）

〆
、

、
〆

｛
〈
く
ｊ
）

〆
、

医
第
一

一
三
口

一
、
貴
殿
医
師
免
許
ヲ
受
ク
ル
為
ニ
ハ
昭
和
二
十
年
三
月
三
十
日
勅
令
第
二
百
十
六
号
第
二
項
及
ピ
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
四
日
厚
生
省

令
第
十
五
号
第
三
条
二
依
り
六
ケ
月
以
上
ノ
診
療
ノ
修
練
ヲ
必
要
ト
ス
ル
コ
ト

ニ
、
右
厚
生
省
令
二
定
メ
ラ
レ
タ
ル
修
練
ノ
場
所
二
付
テ
ハ
当
省
二
於
テ
予
メ
当
該
施
設
ト
打
合
セ
其
ノ
諒
解
ヲ
得
ダ
ル
上
貴
殿
ノ
現
住

所
等
ヲ
考
慮
シ
適
当
ナ
ル
施
設
ヲ
追
テ
通
知
ス
ベ
キ
コ
ト

三
、
診
療
ノ
修
練
ハ
概
ネ
三
月
中
旬
迄
ニ
ハ
之
ヲ
開
始
ス
ル
見
込
ナ
ル
コ
ト

四
、
診
療
修
練
ノ
期
間
中
二
於
ケ
ル
指
導
医
等
二
対
ス
ル
謝
金
、
修
練
ノ
為
ノ
施
設
ノ
損
料
ハ
国
庫
ョ
リ
当
該
施
設
一
一
交
付
ス
ベ
キ
モ
生

活
費
ハ
修
練
者
ノ
自
弁
ト
ス
ル
コ
ト

伊
佐
津
正
昭
殿

昭
和
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日

厚
生
省
医
師
試
験
委
員
長

昭
和
二
十
一
年
三
月
五
日

一
十
七
号 己
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厚
生
省
衛
生
局
長
印

伊
佐
津
正
昭
殿

医
師
試
験
合
格
者
ノ
診
療
修
練
二
関
ス
ル
件

雲
二
医
師
試
験
合
格
ノ
通
知
致
置
候
処
合
格
者
ガ
医
師
免
許
ヲ
受
ケ
ル

為
ニ
ハ
更
二
六
ケ
月
以
上
厚
生
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
施
設
二
於
テ
診
療
ノ

修
練
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ト
相
成
居
候
二
就
テ
ハ
左
記
事
項
御
了
知
ノ
上
之

ガ
診
療
ノ
修
練
ヲ
ナ
サ
レ
度

記

一
、
指
定
施
設

１
、
施
設
名
北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
病
院

２
，
場
所
札
幌
市
北
十
四
条
西
五
丁
目

三
、
診
療
修
練
上
ノ
注
意

二
、
修
練
ヲ
為
ス
ベ
キ
期
間

２
、
修
練
二
付
テ
ハ
施
設
ノ
長
ノ
指
揮
指
導
ヲ
遵
守
ス
ベ
キ
コ
ト

１
、
診
療
修
練
ハ
内
科
及
外
科
二
付
テ
ハ
各
二
月
以
上
之
ヲ
為
シ
精
神
科
、
小
児
科
、
整
形
外
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
皮
膚
泌

尿
器
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
及
理
学
診
療
科
二
付
テ
ハ
貴
殿
ノ
選
ロ
ス
ル
科
目
二
付
二
月
以
上
之
ヲ
為
ス
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
タ
ル

１
，
期
日
自
昭
和
二
十
一
年
三
月
十
五
日

至
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
四
日

コ
ト
ー

書
師
議
駁
今
裕
書

伊
佐
津
垂
昭

ｘ
垂
十
年
ふ
へ
月
刊
主
一
日
生

蕊
三
洋
裟
第
一
章
素
二
修
曹
璽
壌
一
念
ス

栃
テ
此
ノ
蓋
ヲ
輿
フ

昭
和
手
一
年
一
一
月
四
日

警
師
義
験
委
言
量
安
井
誠
一
、
平

弟
四
十
画
龍

図1医師試験合格害

（伊佐津正昭氏提供）
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図2特別措置による医師免許証（小倉建夫氏提供）

大
東
亜
戦
争
末
期
、
臨
時
措
置
と
し
て
、
歯
科
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
し

た
歯
科
医
師
を
「
試
験
」
の
上
、
医
師
免
許
を
与
え
る
特
例
が
一
回
だ
け
行

わ
れ
た
。
そ
も
そ
も
戦
局
激
化
に
よ
る
軍
医
急
造
に
端
を
発
し
た
措
置
で
あ

っ
た
が
、
皮
肉
に
も
終
戦
を
迎
え
、
該
「
医
師
」
の
誕
生
は
戦
後
（
一
九
四
六

年
）
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
の
事
実
経
過
を
で
き
る
だ
け
追
っ
て
み
た
が
、
戦
後
六
○
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
今
日
、
か
か
る
措
置
で
医
師
と
な
っ
た
人
々
は
、
一
番
若
手

で
も
八
十
代
前
半
で
、
多
く
の
方
々
は
鬼
籍
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
の

う
ち
に
間
書
き
等
で
顛
末
を
明
か
に
し
て
お
か
な
い
と
、
詳
細
は
不
明
の
ま

ま
埋
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
調
査
が
急
が
れ
る
。
大
方
の
御
教
示
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。

（
４
）
医
師
免
許
証
〔
図
２
参
照
〕

な
お
、
伊
佐
津
氏
は
試
験
合
格
後
病
を
得
て
修
練
実
習
を
断
念
さ
れ
、
結

局
医
師
免
許
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
降
歯
科
に
専
念
さ
れ
、
七
七
歳
の
四
、

五
年
前
に
辞
め
ら
れ
た
と
い
う
。

澗
筆
に
際
し
、
次
の
方
々
の
御
教
示
御
好
誼
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
る
（
敬
称

ま
と
め
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略
）
。
榊
原
悠
紀
田
郎
、
樋
口
輝
雄
、
布
施
輝
夫
、
会
田
恵
、
伊
佐
津
正
昭
、
吉
田
許
男
、
小
倉
建
夫
、
斎
藤
長
俊
、
斎
藤
隆
一
、
岩
上
栄
吉
、

宮
田
令
夫
人
、
花
井
祐
一
、
布
施
栄
明
、
浅
野
忠
、
阿
部
吉
夫
、
正
木
繁
、
新
井
勉
、
風
間
秀
一
、
瀬
谷
勝
、
葛
谷
隆
一
、
豊
田
歯
科
医
院
、

日
本
歯
科
大
学
歯
学
部
図
書
館
。

文
献

（
１
）
神
谷
昭
典
、
『
日
本
近
代
医
学
の
相
剋
」
、
医
療
図
書
出
版
社
、
一
九
九
二

（
２
）
小
関
恒
雄
臨
時
付
属
医
学
専
門
部
設
置
の
経
緯
、
日
本
医
事
新
報
、
四
○
三
○
号
、
二
七
’
二
八
頁
、
二
○
○
一

（
３
）
『
歯
科
医
事
衛
生
史
」
後
巻
、
日
本
歯
科
医
師
会
、
一
九
五
八

（
４
）
長
尾
優
、
ヨ
筋
の
歯
学
へ
の
道
普
華
中
‐
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
あ
ゆ
み
ｌ
」
、
医
歯
薬
出
版
、
一
九
六
六

（
５
）
「
慶
応
義
塾
百
年
史
」
中
巻
（
後
）
、
慶
応
義
塾
、
一
九
六
四

（
６
）
『
慶
応
義
塾
大
学
附
属
医
学
専
門
部
史
」
、
慶
応
義
塾
大
学
、
一
九
五
三

（
７
）
『
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
八
十
五
年
史
』
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
、
一
九
六
五

（
８
）
今
田
見
信
、
正
木
正
、
『
日
本
の
歯
科
医
学
教
育
小
史
」
、
医
歯
薬
出
版
、
一
九
七
七

（
９
）
日
本
歯
科
公
報
、
二
巻
六
号
、
一
○
六
頁
、
一
九
四
五

（
蛆
）
日
本
歯
科
公
報
、
二
巻
七
号
、
二
五
頁
、
一
九
四
五

（
Ⅱ
）
日
本
歯
科
評
論
、
再
刊
一
号
、
一
五
頁
、
一
九
四
六

（
皿
）
官
報
、
五
七
一
六
号
（
一
九
四
六
・
二
・
四
）

（
過
）
日
本
歯
科
公
報
、
’
一
巻
九
号
、
一
二
四
頁
、
一
九
四
五

（
Ｍ
）
『
日
本
歯
科
医
籍
録
」
、
三
版
、
医
学
公
論
社
、
一
九
五
五

（
妬
）
『
日
本
医
籍
録
」
、
二
二
版
、
医
学
公
論
社
、
一
九
五
五

（
肥
）
「
日
本
医
籍
録
』
、
一
九
版
、
医
学
公
論
社
、
一
九
五
一
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（
肥
）
三
崎
釧
郎
、
故
花
村
先
生
に
捧
ぐ
、
歯
科
放
射
線
、
六
巻
六
号
、
一
頁
、
一
九
六
五

＊
拙
稿
中
、
こ
の
項
（
八
ケ
所
）
以
外
の
〔
〕
内
は
著
者
注
（
加
筆
）
で
あ
る
。

＊
＊
葛
谷
隆
一
氏
も
健
在
、
八
三
歳
、
京
都
で
開
業
中
。
試
験
前
講
習
は
京
大
と
府
立
医
大
で
半
分
ず
つ
受
く
。
医
師
試
験
は
立
命
館
の
大
講
堂
で
行
わ

れ
（
一
三
○
名
程
）
、
六
名
合
格
。
氏
は
修
練
を
府
立
医
大
（
耳
鼻
科
の
み
京
都
第
一
日
赤
）
で
受
く
。
免
許
を
得
、
耳
鼻
科
開
業
・
歯
科
併
設
、

の
ち
歯
科
専
念
、
今
日
に
至
る
。

（
Ⅳ
）
弓
四
戸
口
日
煙
》
い
（
①
ｇ
）
“
国
匡
５
四
．
四
ロ
ゴ
】
ざ
岡
ご
急
号
目
こ
い
す
こ
麗
口
①
口
四
算
日
の
昌
旦
○
国
一
℃
四
号
ｇ
ｏ
ｍ
〕
弓
○
戸
望
○
口
の
具
巴
○
○
二
の
”
①

Ｐ
ｏ
ｍ
Ｑ
四
コ
目
国
‐
国
・
己
路


